
所管課による評価①

１．基本事項

川崎市橘リサイクルコミュニティセンター 評価対象年度

・事業者名　テスコ株式会社
・代表者名　小林　千尋
・住所　　　　東京都新宿区信濃町３４番地

評価者

平成３１年４月１日～令和５年３月３１日 所管課

２．事業実績

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

収入の確保 3 3 1.8

支出に見合う事業が行われているか。

効率的な執行等、経費縮減の具体的な取組は為されたか

4.8

11.2

6.4

8.8

3.6

6.4

4.8

6

8

利用者への情報提供を適時かつ十分に行っているか

計画通りの収入が得られているか

指定管理経費とその他業務に係る経理を区分し、適切に管理しているか。

事業収支に関して適正な会計処理が為されているか

提供すべきサービスが仕様書や実施計画等に基づいて適切に提供されたか

サービスの利用促進への具体的な取組が為されているか
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利用者満足度

事業成果

効率的・効果的
な支出

適切な金銭管
理・会計手続

適切なサービス
の提供

利用者からの苦情や意見に対して、迅速かつ適切に対応しているか

（評価の理由）
既存のHPは製作して年数が経っており、見づらい、わかりづらい状態であったことから、リサイクル家具の表示や申込方法を分かりやすくする
ために、ＨＰを抜本的に見直し、アクセシビリティ審査を踏まえ、リニューアルを行った。
また、飲料提供のため、駐車場入り口横に環境局のマスコットキャラクター「かわるん」を印刷した自動販売機を設置し、海洋プラスチックごみ
の状況などを踏まえ、自動販売機の商品をペットボトル容器から缶容器に切り替えた。
ごみの減量、リサイクル等環境に配慮した施設運営として、1月よりレジ袋等の無料支給を廃止し、エコバックの持参を呼びかけ、プラスチック
ごみ削減に努めた。
利用者アンケートを通じて、施設の良い点や今後改善が必要な点を把握・分析を行い、今後イベント等の開催数を増やせるように検討してい
る。

利用者の意見・
要望への対応

4

4

4

業務改善による
サービス向上

業務の遂行にあたって、現状分析、課題把握に取り組んでいるか。

業務改善が必要な場合に、改善策の検討と実施が行われているか

利用者ニーズの把握に努め、それを事業や管理に反映させる取組が為されている
か

サービス向上の取組

新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、利用者は減少しているものの、Facebookなどを用いての広報
や、HPの改修によって家具の特性や写真を分かりやすく添付し、サービスの向上に努めている。さらには、再
生家具の提供方法を見直し、再生家具の一部を先着順で無償提供を行う「早トク」を新たに実施した。また、
展示スペースでは、家具の申込方法やルールを掲示するなど、来館者にわかりやすい工夫を行うことで施設
利用の促進を図っている。イベントとして、橘リサコミマルシェや橘リサイクルバザーを開催し、地元農家による
旬の野菜販売やリサイクル作品展示会、フリーマーケット等を行うことで、利用者が楽しみながら環境につい
て学べる機会を提供している。施設利用者アンケートを実施し、利用者のニーズを把握・分析することで客観
的な評価による事業の改善を行っている。

着眼点

利用者のニーズ等を捉えるための具体的方策を実施しているか

利用者ニーズ等を適切に分析しているか。

（評価の理由）
来館者数の多い時期（リサイクルバザー、リサコミマルシェ）に施設利用者アンケートを集中的に実施し、新規の利用者も含めた利用ニーズ
の把握を行っている。
従来の抽選方式では当選できる確率が低く、毎月応募しているのに、家具が手に入らないという意見が多かったことから、先着順で家具の無
償提供を行う「早トク」を実施する等、市民への再生家具提供方法を見直した。
また、再生家具の展示について、季節にあった陳列や家具の利用説明の掲示など、展示内容や方法を工夫するなど、利用者満足度の向上
に努めた。

意見・要望の収集方法は適切だったか（十分な意見・要望を集めることができた
か）利

用
者
満
足
度
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・
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事業実施における自己評価を行っているか。

当初の事業目的を達成することができたか
4

14

（評価の理由）
指定管理業務に係る収入については、約2,182万円であり、平成31年度予算に対して0.3％減となっているものの概ね予算通りとなった。自
主事業による収入については、平成31年度予算額・平成30年度決算額比較ともに上回っており、常設フリーマーケットやエントランスセール
などの価格設定の見直し、展示に工夫を凝らしたことにより安定した収益を確保している。
指定管理業務に係る支出については、人員の安定確保・スタッフの定着や、橘RCC働き方改革を推進し、無駄のない人員配置を実現したこ
とにより、予算内に収めることができた。事業活動支出及び自主事業支出を抑えた結果、平成31年度予算及び平成30年度決算よりも、経費
縮減を図ることができた。

計画に基づく適正な支出が行われているか

3

411

指定期間 　環境局生活環境部減量推進課

利用実績

令和元年度総来館者数　14,753名（前年度比275名減）
展示コーナー及び出前講座の利用者が前年度と比べて減少したため。また、新型コロナウイルス感染症拡大
に伴い、外出者が減少したこと等も考えられる。
※詳細は「橘リサイクルコミュニティセンター別紙資料」参照

収支実績

１　収入
(1)予算額　23,753,656円
　　【内訳】・指定管理料21,592,787円　・利用料金収入75,000円
　　　　　　　・その他収入208,648円    　・自主事業収入1,877,221円
(2)決算額　24,349,108円
　　【内訳】・指定管理料21,592,787円　・利用料金収入58,950円
　　　　　　　・その他収入182,066円　    ・自主事業収入2,515,305円
２　支出
(1)予算額　22,179,213円　【内訳】・事業活動21,876,435円　・自主事業302,778円
(2)決算額　20,950,887円　【内訳】・事業活動20,703,822円　・自主事業247,065円
※詳細は「橘リサイクルコミュニティセンター別紙資料」参照

指定管理者制度活用事業　評価シート

施設名称 令和元年度

事業者名 　　減量推進課長



適切な人員配置

連絡・連携体制

再委託管理

担当者のスキル
アップ

2 3 1.2

コンプライアンス

職員の労働条
件・労働環境

環境負荷の軽減 2 3 1.2

施設・設備の保
守管理
管理記録の整
備・保管

清掃業務

警備業務

植栽管理

備品管理

４．総合評価

71.4 評価ランク

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等
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新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う、3密対策や消毒等の感染症拡大防止対策を行い、施設運営を実施すること。
ホームページの改修を行ったことから、普及啓発の情報発信を行い、新規の広報手段等を取り入れ、施設の認知度と魅力向上に努め
ること。
今後も新たなイベントを実施するとともに、市民活動団体や近隣施設などと協力することで、環境啓発の推進を行い、新たなリサイクル
講座や教室の提供につながるようなノウハウの情報交換を行うなど、施設利用の促進につながるような働きかけを積極的に行うこと。
リサイクル家具類の展示・提供の運営方法については、他イベントと共同して実施するなど、新たな利用者の獲得に向けて業務改善を
行うこと。
また、低迷しているリサイクル教室や講座は、新規講座内容やアンケートの内容などを基に対策を行うこと。
リサイクル教室の開催といった通常の指定管理業務に加え、市で実施する拠点回収事業への協力などを引き続き行い、幅広いリサイク
ル事業の支援を実践することで、施設の設置目的に即した運営を行うこと。

3.6

3.2

2.4

市民による廃棄物の再利用及び再生利用に係る活動への支援並びに廃棄物に係る市民への環境学習を行う施設として、条例、規則
等に定められた施設管理・運営、事業運営が適正になされている。
来館者数の多い時期（リサイクルバザー、リサコミマルシェ）に利用者満足度調査を実施し、新規の利用者獲得に向けて、意見等の集
約・分析を行っている。
リサイクル家具の提供にあたって、展示場内に家具申込の方法やルールの掲示や季節に応じた展示品の提供を行うなど、来館者にわ
かりやすいよう業務の改善を行い、利用促進につながる取組を実施している。また、再生家具の提供方法を見直し、再生家具の一部を
先着順で家具の無償提供を行う「早トク」を月1回イベントの開催をし、利用者満足度を高めている。
施設前に設置している自動販売機については、平成29年度から環境局のキャラクター（かわるん）を印刷しているが、昨今問題視され
ている海洋プラスチックごみの状況を踏まえ、商品をペットボトル容器から缶容器に切り替えた。
全体的に安定した施設管理運営を行いイベントによる新たなリサイクル（早トク）の啓発、利用者サービスの向上の手法を検討し、実践
していることから、適正な指定管理業務を実施したと評価する。
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組
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安全・安心への
取組

施設内の清掃が適切に行われ、清潔な美観と快適に利用できる環境を維持して
いるか

施設内及び敷地内の警備が適切に行われ、事件・事故・犯罪等の未然防止に役
立っているか

植栽等の維持管理を適切に実施しているか。

設備・備品の整備や整頓、利用者が使用する消耗品等の補充が適切に行われて
いるか

業務日誌・点検記録・修繕履歴等が適切に整備・保管されているか。

個人情報保護、その他の法令遵守のルール（規則・マニュアル等）と管理・監督体
制が整備され、適切な運用が為されているか

スタッフが業務を適正に実施するための、適切な労働条件や労働環境が整備され
ているか

環境に配慮した調達や業務実施が行われているか

（評価の理由）
部門ごとに責任の所在が明確になる組織体制を構築し、防火管理者等の有資格者を配置しており、消防設備・電気工事など実務経験のあ
る本社スタッフからの協力体制を敷いている。所管課との情報共有は月例報告会に加え、必要に応じ、随時行っている。採用時教育研修等
に加え、丸ノコギリ作業講習会や野菜作り講習会などの外部研修・講習を受講することで担当者のスキルアップが図られている。利用者の安
全確保のため、緊急時対応マニュアルなどの整備を行っている。また、緊急時は本社と施設において２４時間体制の連絡・連携体制を整える
とともに、警察署、機械警備会社等管理上連携が必要な機関について、緊急時連絡網を作成し、事務所内に掲示している。昨年10月に発
生した台風19号に伴う施設の閉鎖及び被災状況についても迅速に確認を行った。個人情報保護等、コンプライアンスの適切な運用を行って
いる。法令に基づいた健康診断を全スタッフが受診及び再検査が必要なスタッフへのフォローを行うことで、労働者の健康維持のために適切
な労働環境を整備している。
材料品などの無駄を省き、清掃用品の詰め替え利用を行うなどごみの減量に取り組むとともに、使用していないエリアの電気の消灯を行う
等、地球温暖化の防止に向けたエネルギー使用量の削減を実践し、環境に配慮した施設運営を行っている。

（評価の理由）
施設・設備の保守管理や管理記録の整備・保管が適切に行われ、日常清掃や定期清掃の実施により、施設内の清潔さを保持し快適に利用
できる環境を維持している。警備業務、植栽管理についても適正に執行し、施設利用者が安心して快適に過ごせる環境を整備している。ま
た、備品台帳の作成や棚卸しの実施、備品の写真台帳を作成するなど備品管理が適切に行われている。
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評価点合計 B

20 3

安全な利用に支障をきたすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備等を適
切に実施しているか

4

必要な人員（人数・有資格者等）が必要な場所に適切に配置されているか

定期または随時の会議等によって所管課との連絡・連携が十分に図られているか

再委託先との連携調整が適宜・適切に行われ、業務の履行についても適切な監
視・確認が為されているか

業務知識や安全管理、法令遵守に関する研修・会議等が定期的に行われ、スタッ
フのスキルとして浸透しているか

事件・事故、犯罪、災害から利用者を守ることができる適切な安全管理体制となっ
ているか（人員配置、マニュアル、訓練等）

緊急時に警察や消防など関係機関と速やかに連携が図れるよう、連絡体制を構築
しているか。




